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税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
か
ら
、
お
預
か
り

し
て
い
る
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か
り
で

な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も
結
構
で
す
。

　

お
心
当
た
り
の
方
は
、
最
寄
り
の
税
関

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

小
松
島
税
関
支
署

　
　
（
☎
０
８
８
５
・
３
２
・
０
３
２
６
）

　

町
で
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を
迎

え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
記
念
品
を
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。
次
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、
８
月
31
日
ま
で
に
役
場
福
祉
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
９
月
開
催
の「
敬
老

の
つ
ど
い
」へ
ご
招
待
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

平
成
23
年
度［
藍
住
町
敬
老
の
つ
ど
い
］を

次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

９
月
19
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　

所　

町
民
体
育
館

対
象
者　

平
成
23
年
９
月
19
日
現
在

　
　
　
　

75
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

内　

容　

９
時
30
分
か
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　

10
時
か
ら
式
典

※
中
学
校
校
舎
新
築
工
事
中
の
た
め
、
中
学
校

運
動
場
へ
の
進
入
は
、
町
民
体
育
館
東
側
道

路
の
み
と
な
り
ま
す
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

式
典
終
了
ま
で
は
、
北
側
へ
出
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
送
迎
や
自
転

車
の
方
は
、
別
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

図書館

藍住中学校

送迎用駐車場
（役場駐車場）

送迎用駐車場
（町民プール跡地）

式典参加者用駐車場
（中学校運動場）

駐車場入口

式典参加車進入禁止

駐輪場正門

自転車、一時送迎車入口

駐輪場

一
方
通
行

送
迎
車

乗
降
場

町
民

体
育
館

西
門

進
入
禁
止

敬老のつどい
式典会場

⒈　

昭
和
26
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
60

年
目
の
ご
夫
婦

⒉　

昭
和
36
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
50

年
目
の
ご
夫
婦

　

確
認
の
た
め
、
婚
姻
年
月
日
等
を
お
聞

き
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

－  
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す  

－

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
々
へ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

  
毎
年
８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

と
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
の
提

出
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
の
提

出
が
な
け
れ
ば
、
８
月
以
降
の
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

  

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

　

８
月
18
日（
木
）・
19
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場　

所

　

役
場
１
階　

住
民
相
談
室（
福
祉
課
）

持
参
す
る
も
の

　

印
鑑

　

証
書

世
帯
全
員
の
住
民
票（
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
の
み
必
要
で
す
）

　

そ
の
他
添
付
書
類

＊
児
童
扶
養
手
当
＊

　

母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭
の
父
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

手
当
の
支
給
は
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
年

度
末（
３
月
31
日
）ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
老

齢
福
祉
年
金
以
外
の
国
民
年
金
・
恩
給
・
厚

生
年
金
等
の
公
的
年
金
が
受
け
ら
れ
る
方
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

＊
特
別
児
童
扶
養
手
当
＊

　

精
神
ま
た
は
心
身
に
常
に
介
護
を
必
要
と

す
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

  
た
だ
し
、
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入

所
し
て
い
る
場
合
や
障
害
を
原
因
と
す
る
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

ど
ち
ら
の
手
当
も
所
得
制
限
等
の
支
給
要

件
が
あ
り
ま
す
が
、
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
～
現
況
届
と
所
得
状
況
届
は
お
早
め
に
～

第
35
回  

敬
老
の
つ
ど
い
開
催
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平
成
22
年
度
か
ら
地
籍
調
査
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
対
象
地
区
は
、
猪
熊
地
区
の
一
部

で
す
。

　

昨
年
度
実
施
し
た
猪
熊
１
地
区
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
２
年
目
の
作
業
を

行
い
、
今
年
度
は
新
た
に
、
猪
熊
２
地
区（
地

籍
調
査
範
囲
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）を
調
査

し
ま
す
。

●
地
籍
調
査
と
は

　

地
籍
調
査
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い

て
、
そ
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
や
境
界
に

関
す
る
調
査
確
認
を
行
い
、
境
界
に
関
す
る

測
量
、
面
積
測
定
後
、
そ
の
成
果
と
し
て
、

地
図（
地
籍
図
）と
簿
冊（
地
籍
簿
）を
作
成
す

る
調
査
で
す
。

●
地
籍
調
査
の
必
要
性

　

現
在
、
登
記
所
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る

公
図
の
多
く
は
、
明
治
時
代
の
地
租
改
正
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
を
も
と
に
し
、
当
時

の
測
量
に
対
す
る
考
え
方
や
技
術
の
水
準
な

ど
か
ら
、
土
地
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ

こ
で
、
新
た
に
近
代
的
な
測
量
技
術
に
よ
っ

て
、
現
状
に
合
っ
た
地
籍
簿
と
地
籍
図
を
整

備
す
る
必
要
が
有
り
、
地
籍
調
査
が
全
国
各

地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

●
調
査
の
流
れ

　

一
つ
の
区
域
を
お
お
む
ね
３
年
か
け
て
実

施
し
ま
す
。

１
年
目（
本
年
度
・
猪
熊
２
地
区
が
対
象
）

   

関
係
地
区
の
方
を
対
象
に
地
元
説
明
会
を

実
施
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、
土
地
所
有

者
の
方
な
ど
の
立
会
に
よ
り
所
有
者
、地
番
、

地
目
、
境
界
な
ど
の
確
認（
現
地
調
査
）を
行

い
ま
す
。

   

確
認
の
で
き
た
土
地
に
つ
い
て
、
段
階
を

踏
ん
で
、
一
筆
ご
と
に
地
籍
細
部
測
量
を
行

い
ま
す
。

２
年
目 （
本
年
度
・

猪
熊
１
地
区
が
対
象
）

　

一
筆
地
調
査（
現

地
調
査
）と
地
籍
細

部
測
量
に
よ
っ
て
作

成
し
た「
地
籍
簿
」と

「
地
積
図
」の
案
を

土
地
所
有
者
な
ど

に
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
誤
り
を
訂
正

す
る
機
会
を
設
け

ま
す
。

３
年
目

　

確
認
し
て
い
た

だ
い
た「
地
籍
簿
」

と「
地
積
図
」
の
写

し
が
登
記
所
に
送

ら
れ
ま
す
。
登
記
所

で
は
土
地
登
記
簿

が
書
き
改
め
ら
れ
、

地
積
図
が
備
え
つ

け
ら
れ
ま
す
。

●
成
果
の
利
活
用

　

調
査
結
果
は
、
ま
ち
づ
く
り
、
公
共
事
業
、

税
務
、
災
害
復
旧
な
ど
、
土
地
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

関
係
さ
れ
る
方
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

建
設
産
業
課（
☎
６
３
７
・
３
１
２
２
）

　

８
月
は
、
町
県
民
税（
第
２
期
）・
国

民
健
康
保
険
税（
第
３
期
）・
介
護
保
険

料（
第
３
期
）・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料（
第
１
期
）の
納
付
月
で
す
。

　
普
通
徴
収
の
方
の
納
期
限
は
、
８
月

25
日
で
す
。
後
期
高
齢
医
療
保
険
料
は

８
月
31
日
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※
特
別
徴
収
の
方
は
、
８
月
受
給
の
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

問 

税
金
は
税
務
課

　
　
（
☎
６
３
７・３
１
１
７
～
３
１
１
８
）

　
　

保
険
料
は
健
康
推
進
課

　
　
（
☎
６
３
７・３
１
１
５
）

今
月
の
税
金
と

保
険
料
の
納
付
の

お
知
ら
せ

地
籍
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い  

～ 

あ
な
た
と
目
指
す
地
域
づ
く
り 

～

猪熊１地区猪熊１地区 藍住中学校藍住中学校
図書館図書館
農業振興センター農業振興センター

猪熊２地区猪熊２地区

藍住町藍住町
合同庁舎合同庁舎

シミズ精工シミズ精工

藍住南
小学校
藍住南
小学校

猪熊１地区 …（Ｆ２、Ｇ、Ｈ）
平成23年度実施区域

猪熊２地区 …（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ-１）

藍住町 地籍調査事業  平成23年度 実施区域図
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ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん 

（
敬
称
略
）

第
20
期
農
業
委
員
決
ま
る

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
の
一
般
選
挙

は
、
定
数
と
同
じ
16
人
の
届
出
に
よ
り
無
投

票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
団
体

か
ら
の
推
薦
に
よ
り
５
人
の
方
々
が
選
任
さ

れ
、
７
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
初
会
合
で
、

会
長
に
久
次
米
武
氏
、
同
職
務
代
理
者
に
勝

野
同
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
の
任
期
は
、
平
成
26
年
７

月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

新
し
い
農
業
委
員（
敬
称
略
・
議
席
順
）

　

会
長　
　
　
　
　

久
次
米　

武（
名
田
東
）

 　

会
長
職
務
代
理
者　

勝
野　

同（
勝
瑞
西
）

　

委
員　
　
　

大
住　

秀
樹（
祖
母
ケ
島
西
）

　

委
員　
　
　

奥
村　

健
二（
前
須
西
）

　

委
員　
　
　

渡
邉　

早
見（
敷
地
）

　

委
員　
　
　

西　
　

孝
夫（
江
ノ
口
東
）

　

委
員　
　
　

住
瀬　

美
通（
住
吉
中
筋
東
）

委
員　
　

坂
野　

好
宏（
新
居
須
北
）

委
員　
　

佐
野　

慶
一（
議
会
推
薦
）

委
員　
　

田
中　

米
治（
乙
瀬
中
）

委
員　
　

近
藤　

豊
司（
農
業
協
同
組
合
推
薦
）

委
員　
　

笹
山　
　

寬（
改
良
区
推
薦
）

委
員　
　

山
田　

勝
彦（
前
川
） 

委
員　
　

寺
内　

敏
雄（
西
乾
）

委
員　
　

大
西　

昭
雄（
農
業
共
済
組
合
推
薦
）

委
員　
　

西
條　

久
一（
敷
地
西
）

委
員　
　

駒
田　

喜
彦（
馬
木
南
）

委
員　
　

田
村　

榮
一（
本
村
）

委
員　
　

濵　
　

幸
藏（
春
日
） 

委
員　
　

村
山　

正
敏（
竹
ノ
瀬
南
）

委
員　
　

江
西　

博
文（
議
会
推
薦
）

農
業
委
員
会
は

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
を
宅
地
に
し

た
り
、
売
買
や
貸
借
・
贈
与
な
ど
に
つ

い
て
農
地
法
に
基
づ
く
審
議
、
許
認
可

業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
、
解
消
の
た
め
の
取
り
組
み

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
委
員
か
事
務

局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

農
業
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
１
）

かねこみそ（株）
ハーフタイム抽選会への景品提供藍住町河川敷運動公園パークゴルフ場

藍住町歴史館　藍の館
藍住町商工会　青年部 物産展への景品提供
藍住町婦人会 手作り物産品の販売藍住西小学校支援ボランティア「藍の風」
藍住町花友会 花の苗無料配布・販売
特定非営利活動法人　藍住町手をつなぐ育成会
指定就労継続支援B型事業所「ひだまり」役場喫茶「ステップ」 コーヒー等の販売

勝瑞獅子保存会 獅子舞の披露 
藍住町食生活改善推進協議会「藍愛グループ」 食育の話・展示
NPO法人　あいずみスポーツクラブ ニュースポーツの体験・紹介
町スポーツ少年団
　西イレブン・北サッカー・オスト少年サッカークラブ・南ＦＣ 前座試合
町内クラブチーム　健美堂

　

７
月
16
日
、
藍
住
町
民
デ
ー
が
ポ

カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催

さ
れ
、
家
族
連
れ
ら
約
５
千
２
百
人

が
来
場
し
、
試
合
観
戦
や
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
が
対

戦
相
手
で
、
観
客
は
白
熱
し
た
試
合

展
開
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
熱
い
声

援
を
送
り
ま
し
た
。
試
合
は
前
半
に

２
点
の
リ
ー
ド
を
許
し
ま
し
た
が
、

後
半
に
入
る
と
、
声
援
に
応
え
る
よ

う
に
、
選
手
の
動
き
も
よ
く
な
り
、

試
合
終
了
直
前
の
ロ
ス
タ
イ
ム
に
同

点
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
民
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

囲碁ボールを楽しむ子どもたち

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

「
藍
住
町
民
デ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
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一部自己負担割合
　病院や診療所の窓口で被保険者証を提示すると医療費の一部を支払うだけで診療を受けることができます。
残りの費用は国保が負担します。自己負担の割合は次のとおりです。

２割 ３割
※１割 １割

現役並所得者は３割 現役並所得者は３割
０歳～義務教育就学 義務教育就学～69歳 70歳～74歳 75歳以上（後期高齢者）

※平成24年３月31日まで１割のまま据え置かれる予定です。

国保と医療費
　医療費が毎年増え続けています。病気予防や健康づくりを心がけ、増加する医療費に歯止めをかけることが、
国保の健全運営につながります。ちょっとした心がけで医療費の上昇をおさえることができ、保険税などみ
なさんの負担や医師の負担軽減にもなります。

お医者さんにかかるときは
①重複受診はやめましょう

検査・処置・薬などすべて最初からやり直すため、医療費が高額になり、体に悪影響を与える心配があ
ります。

②診療時間内に受診しましょう
時間外は加算料金がつきます。緊急時以外は、平日の時間内に受診するようにしましょう。　

③かかりつけ医をもちましょう
病歴や体質などを把握してくれているので、より治療効果が上がります。
気になる症状があれば、まずかかりつけ医を訪ねるようにしましょう。

④健康診断をうけましょう
健康診断は病気の早期発見・早期治療とともに健康管理に欠かせません。

⑤ジェネリック医薬品を活用しましょう
ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬と同等の効果で価格が安いとい
うメリットがあります。医師や薬剤師と相談しながら、活用しましょう。

問  健康推進課（☎６３７・３１１５）

第３回国 保 の は な し保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保国 ののののののののののののののののののののののの はははははははははははははははははははは ななななななななななななななななななななななな ししししししししししししししししししししししし国 保 の は な し

ハ〜イ、こくねんです！  ご存じですか？「若年者納付猶予制度」　　
　学生でない30歳未満の方の場合には、本人や配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が
猶予される「若年者納付猶予制度」があります。これらの制度の申請を行わず、保険料を未納のままにしておく
と不慮の事故などにより障害が残った場合に、障害年金を受けることができなくなります。
　なお、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されますが、年金額には反映され
ません。就職などで、収入が得られるようになった場合は、将来受け取る年金を増額するため、10年以内であ
れば、保険料を納めることができる「追納制度」を利用されることをお勧めします。

問  徳島北年金事務所（☎ ６５５・０２００）　　住民課（☎ ６３７・３１１３）

マイバッグ持参運動にご協力を!!
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国民健康保険税（特別徴収）の納付方法が変更できます

コードやプラグなど配線器具の
事故が多発しています

板 野 東 部 消 防 組 合

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
：
建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者
：
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金
：
日
額
３
１
０
円

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
建
退
共
」に
、
制
度
説
明
用

動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知
り
た
い

情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ

ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
!!

                    

建
退
共　

で
検
索

※
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
建
退
共
支
部
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

徳
島
支
部（
☎
６
２
２
・
３
１
１
３
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
建
退
共
制
度

アララ
アララ
そーなの
そーなの

（コードの過熱
　 により発火。）
（コードの過熱
　 により発火。）

タ
コ足
じゃあ～

ほこりが
たまってるよ！
ほこりが
たまってるよ！

たこ足だよ！たこ足だよ！

たばね
　ないで！
たばね
　ないで！

重いよ！重いよ！

テーブルタップのコードが家具の下敷
きになっていたため、コードが半断線
状態になり、発火。

日常的にたこ足配線で使用していた
延長コードが異常発熱して、発火。

次の症状が見られたら使用を中止
①電源コードやプラグが異常に熱い
②焦げ臭い
③ブレーカーが頻繁に落ちる

電源プラグを長期間コンセントに差し込んだ
ままだったため、電源プラグに堆積した埃に
よりトラッキング現象が発生して、発火。

119番のメンテナンス工事のお知らせ
　ＮＴＴ電話交換機メンテナンス工事のため、板野
東部消防組合への119番がつながりにくくなる場合
があります。
工事日時 ８月26日（金）午前０時20分～午前１時20分
　万一119番にかからない時は、 088・698・0119に
おかけ直しください。
　ご迷惑をおかけしますが、皆さんのご理解、ご協
力をお願いします。
問  板野東部消防組合（☎ ６９８・０１１９　FAX ６９７・３０１２）

　平成３年７月に藍と紅花が取り持つ縁で山形県河北町と友好都市を締結し、今年で20周年を迎えました。
　この間、町民号をはじめとして、教育・文化・スポーツ・産業など幅広い分野で交流が進められてきました。
　今回、記念事業の一環として河北町の紹介ビデオをエーアイテレビで放送しますので、ぜひ、ご覧ください。
放送日　デジタル 111ch ８月30日（火）・31日（水）　　アナログ 2ch ８月30日（火）
時　間　6：30〜、10：00〜、12：30〜、15：00〜、19：30〜、 22：30〜
再放送　９月３日（土）・４日（日）　16：30〜、  21：00〜
番組名　藍住町と山形県河北町友好都市締結20周年　～河北町の伝統行事や民俗芸能などを紹介～
問  企画政策課（☎ ６３７・３１２４）　エーアイテレビ（☎ ６９２・８２２３）

日本政策金融公庫からのお知らせ
○日本政策金融公庫では無利子の農業改良資金、貸付後

５年間に限り実質無利子となるスーパーＬ資金、被
災等で経営維持が困難な方にご利用いただく農業
セーフティネット資金など農業向けの制度資金を
扱っています。

○農業改良資金とスーパーＬ資金は予算により融資枠に
限りがあります。借入を計画されている方は、なる
べく前倒しでご相談ください。

○お問い合わせやご融資の相談は公庫窓口等で随時受け
付けています。

問  日本政策金融公庫徳島支店農林水産事業
　　（☎ ６５６・６８８０）　http://www.jfc.go.jp/a/

藍住 友好都市締結20周年友好都市締結20周年 河北
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中
野
和
良
主
任

 

（
住
民
課
）

　

６
月
24
日
か
ら
７
月
３
日
ま
で
の
10
日

間
、
関
西
広
域
連
合
宮
城
県
チ
ー
ム
の
第

15
陣
の
一
員
と
し
て
宮
城
県
女
川
町
で
避

難
所
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

既
に
震
災
か
ら
３
か
月
が
経
過
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
地
の
状
況
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
復
興
へ
の

道
が
険
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
小
学
校
と
総
合
体
育
館
の
２

か
所
で
避
難
者
の
名
簿
整
理
や
配
食
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
支
援
物
資
の
受
付
な

ど
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
避
難
者
の
方
や

町
職
員
の
方
か
ら
震
災
時
の
こ
と
を
聞

き
、
津
波
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
が
引
き
波

に
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
所
で
は
子
ど
も
た
ち
と
も

一
緒
に
作
業
を
し
た
り
、
話
し
を
す
る
う

ち
に
仲
良
く
な
り
、
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
、
い
つ
も
笑
顔
で
一
緒
に
ト

ラ
ン
プ
で
遊
ぼ
う
と
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
れ
た
り
、
業
務
を
し
て
い
る
と
き
も
友

達
と
一
緒
に
様
子
を
見
に
来
る
女
の
子
が

い
ま
し
た
。

　

彼
女
は
、
震
災
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
全

然
感
じ
さ
せ
な
い
元
気
な
子
で
し
た
が
、

一
緒
に
業
務
を
し
て
い
た
町
職
員
の
方
か

高
田
和
子
所
長

 
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

６
月
17
日
か
ら
22
日
ま
で
、
徳
島
県
の

保
健
師
派
遣
第
28
陣
に
よ
り
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
の
避
難
所
支
援
と
し
て
巡
回
健
康

相
談
や
衛
生
対
策
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
は
ち
ょ
う
ど
震
災
１
０
０
日
目

で
し
た
が
、
津
波
の
爪
痕
が
そ
の
ま
ま
残

る
非
常
に
無
残
な
状
況
で
、
腐
敗
し
た
魚

か
ら
発
生
し
た
臭
い
や
巨
大
な
ハ
エ
に
悩

ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
へ
移
行

し
始
め
た
時
期
で
、
市
全
体
で
は
ま
だ
38

か
所
、
１
５
０
０
人
余
り
が
避
難
所
生
活

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
何
も
持
た
ず
、
後

ろ
も
見
ず
、
水
に
追
い
か
け
ら
れ
な
が
ら

命
か
ら
が
ら
逃
げ
て
き
た
と
い
う
方
が
多

く
、
身
近
な
方
を
亡
く
さ
れ
た
り
、
い
ま

だ
行
方
を
捜
さ
れ
た
り
で
、
命
が
助
か
っ

た
と
い
う
感
謝
と
共
に
複
雑
な
思
い
を
背

負
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
実
際
、
避
難
所

の
運
営
を
さ
れ
て
い
る
方
が
、
血
圧
が
高

く
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
再
三
受
診
を
進

め
ま
し
が
、
本
人
は
一
段
落
し
て
か
ら
で

な
け
れ
ば
受
診
し
な
い
と
頑
な
で
、
ど
う

し
よ
う
も
な
く
切
羽
詰
ま
っ
た
感
情
を
垣

間
見
た
思
い
で
し
た
。

　

避
難
所
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ

り
ま
し
た
。
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
地

域
活
動
が
盛
ん
だ
っ
た
地
区
の
避
難
所
で

し
た
。
避
難
所
は
自
主
運
営
を
さ
れ
て
お

り
、
住
民
間
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
た

め
、
あ
え
て
世
帯
毎
の
仕
切
り
を
作
ら
ず

ら「
彼
女
、
実
は
お
父
さ
ん
と
弟
さ
ん
が

ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
よ
」と
聞
か

さ
れ
、自
分
の
娘
と
同
じ
年
代
の
彼
女
が
、

震
災
後
ど
の
よ
う
な
思
い
を
し
て
き
た
の

か
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

派
遣
の
期
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
い
、
帰
る
と
き
に
は
大
勢
の
方
が

手
を
振
り
な
が
ら「
あ
り
が
と
う
」と
お
礼

を
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
彼
女
た
ち

も
、
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

短
期
間
で
し
た
が
、
貴
重
な
経
験
は
自

分
に
と
って
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
復
興
に
向
け
て
の
支
援
は
必
要

で
す
。
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
、
再
び
女
川
町
を
訪
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。

  

そ
し
て
、
彼
女
た
ち
の
本
当
の
笑
顔
を

見
た
い
で
す
。

会
話
を
大
切
に
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

食
事
は
、
菓
子
パ
ン
・
お
に
ぎ
り
・
カ
ッ

プ
麺
等
の
支
援
物
資
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
そ
の
避
難
所
で
は
、
協
力
し
合
っ
て

汁
物
や
煮
物
を
一
品
手
作
り
し
、
体
に
も

良
く
心
も
大
変
癒
さ
れ
る
食
事
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
電
気
や
水
道
が
途
絶

え
た
中
で
、
震
災
１
週
間
後
に
は
ほ
ぼ
生

活
の
基
盤
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
普
段
か

ら
団
結
し
協
力
し
て
い
る
地
域
は
、
災
害

に
も
強
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

住
民
の
中
に
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
の

方
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
治
療
内
容

や
普
段
の
検
査
値
を
知
っ
て
い
る
方
は
、

不
自
由
な
生
活
や
食
事
の
中
で
も
大
き
な

崩
れ
な
く
持
ち
こ
た
え
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
自
分
を
守
る
知
識
の
大
切
さ
を
実
感

し
、
今
後
の
業
務
の
中
で
力
を
注
い
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

東
北
地
方
の
１
日
も
早
い
復
興
を
心
か

ら
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
で
き

る
こ
と
か
ら
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

被
災
地
支
援

被
災
地
支
援

（
女
川
町
）

（
気
仙
沼
市
）

被災地ルポ

5

被災地ルポ

4

サッカーで遊ぶ避難所の子どもたち

避難所の住民手作りの仮設風呂
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第61回 社会を明るくする運動

合同パトロール実施「交通マナーアップ推進月間
県民運動」 実施中！

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、
す
べ
て
の

国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
力

を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

61
回
目
と
な
る
今
年
も
、
７
月
の
１
か
月
間

を
強
調
月
間
と
し
て
、
７
月
８
日
保
護
司
会
下

板
分
会
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
」の
伝
達
式
が
、

藍
住
・
北
島
・
松
茂
の
３
町
で
行
わ
れ
、
関
係

者
の
方
々
が
来
庁
し
、
石
川
町
長
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
少
年
の
立
ち
直
り
に

つ
い
て
考
え
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
作
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
地
域
に

対
す
る
思
い
と
、
積
極
的
な
参
加
が
不
可
欠
で

す
。
ま
ず
は
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
は

じ
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

犬
伏
博
興
さ
ん（
東
中
富
）が「
吉
野
川
温
室
」

と
名
付
け
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、
県
内
で
は
珍

し
いマ
ン
ゴ
ー
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

７
年
前
か
ら
試
験
的
に
栽
培
し
、
室
温
や
水

の
量
、
受
粉
作
業
な
ど
研
究
を
重
ね
、
昨
年
に

は
初
め
て
満
足
の
い
く
実
が
収
穫
で
き
ま
し

た
。
完
熟
に
な
り
自
然
に
実
が
落
ち
る
ま
で
育

て
る
こ
と
か
ら「
ニ
ュ
ー
ト
ン
マ
ン
ゴ
ー
」と
名
付

け
、
新
た
な
収
入
源
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ン
ゴ
ー
は
、
専
用
の
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
直
販
も

行
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
期
は
７
月
末
か
ら
９
月
末

で
、
犬
伏
さ
ん
は「
宮
崎
県
産
の
よ
う
な
超
高
級

品
で
は
な
く
、
多
く
の
人
に
気
軽
に
食
べ
て
も
ら

え
る
マ
ン
ゴ
ー
を
作
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
５
日
、
町
防
犯
推
進
委
員
協

議
会
と
板
野
警
察
署
が
合
同
で
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
パ
ト
カ
ー
と
広
報
車
で
町

内
を
巡
回
し
た
後
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
両

国
前
で
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
防
犯
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

犯
罪
の
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
日
常
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
31
日
ま
で
は「
防
ご

う
・
少
年
非
行
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」

の
実
施
期
間
中
で
す
。
こ
の
機
会
に

皆
さ
ん
で
青
少
年
の
非
行
防
止
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
は

「
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
推
進
月
間
県

民
運
動
」の
実
施
期
間
で
す
。
徳
島

県
を
交
通
マ
ナ
ー
先
進
県
に
す
る
に

は
車
を
運
転
し
て
い
る
方
に
限
ら

ず
、
自
転
車
や
歩
行
者
の
方
の
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
も
必
要
で
す
。
こ
の
機

会
に
、
交
通
マ
ナ
ー
に
関
す
る
周
り

の
状
況
や
自
分
の
行
動
を
し
っ
か
り

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
期
間
終
了
ま
で
四
国
大
学

書
道
文
化
学
科
の
皆
さ
ん
が
作
成
さ

れ
た
、
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー

ド
を
役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル
に
掲
示

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
ご
覧
く
だ

さ
い
。

南国の果物マンゴーを栽培
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介
紹
た
る
か

史
歴
住
藍

NO.4　た行

藍住歴史かるたは教育委員会で1,500円で販売しています。また、町のホームページでも見ることができます。　
 教育委員会（☎637・3128）　町ホームページ　http://www.town.aizumi.tokushima.jp/

▲旅
たび

人
びと

が　一
ひと

息
いき

ついた　一
いち

里
り

松
まつ

　蜂
はち

須
す

賀
か

家
いえ

政
まさ

は天
てん

正
しょう

13年（1585）6月に阿波国入部を
果たすと、徳島城と9つの支城を結ぶ、土

と

佐
さ

・讃
さ

岐
ぬき

・
淡
あわ

路
じ

・伊
い

予
よ

・撫
む

養
や

の五
ご

街
かい

道
どう

の整備を進めました。この
五街道を中心とした領内の主要街道には、ほぼ一里（約
4㎞）ごとに一里松を植えて道

みち

標
しるべ

としました。町内では、
徳命八幡神社の西側に一里松があったことが知られま
すが、今ではその姿

すがた

を全く留
とど

めていません。

▲力
ちからいし

石　若
わかしゅう

衆たちの　腕
うで

自
じ

慢
まん

　住吉神社や小塚の八
はち

幡
まん

神社などには、昔、秋
祭りなどのときに各村内の力

ちからじまん

自慢の若
わか

者
もの

が、大
おお

勢
ぜい

の参
さん

拝
ぱい

者
しゃ

で賑
にぎ

わう神社の境
けい

内
だい

で大きい石を持
ち上げて競

きそ

った「力石大会」に使った力石が保存
されています。力石には、その大会で一番重い
石を運んだ若者の名と重量が刻まれており、そ
の名

めい

誉
よ

が後世に伝えられています。

◀土
つち

御
み

門
かど

　上
じょうこうむか

皇迎えた　南
なんようだい

陽台
　承

じょうきゅう

久3年（1221）、承久の乱
らん

で敗れた土
つち

御
み

門
かど

上
じょうこう

皇は土佐に流されました。その後、貞
じょうおう

応2年
（1223）に阿波に移

うつ

り寛
かん

喜
き

3年（1231）10月に
没
ぼっ

するまで滞
たいりゅう

留しました。その行
あんざいしょ

在所の所
し ょ ざ い ち

在地
は諸

しょ

説
せつ

ありますが、勝瑞にあったとする説が有
力とされています。

▲手
て ま

間かけた　藍
あい

は天
てん

下
か

に　買
か

い取
と

られ
　きびしい労働の成果で作られた品質の良い
阿波藍は全国各地に進出し、久

く る め が す り

留米絣・結
ゆう

城
き

紬
つむぎ

・長
ながいたちゅうがた

板中形・有
ありまつしぼり

松絞などの名高い織
おり

物
もの

が生
み出されました。近世以降の日本服

ふくしょく

飾文化を
盛
も

り上
あ

げるうえで、その果たした役割は高く
評価されます。

▶富
とみよし

吉の　荘
しょう

の名
な ご り

残の　宮
みや

の森
もり

　現在の藍住町東中富の北部から富吉の地
ち

域
いき

は、富
とみよしのしょう

吉荘の荘
しょういき

域であったとされます。東中
富の敷

しき

地
ち

傍
ほう

示
じ

という小
こ

字
あざ

名が荘内にあった北
敷地村、南敷地村の遺

い し ょ う ち

称地と考えられていま
す。富吉八

はち

幡
まん

宮
ぐう

は、13世紀末に富吉荘を領
りょうち

地
とする藤

ふじわらのかねさと

原兼郷によって勧請されました。

　

徳
命
字
前
須
東
の
県
道
沿
い
に
、
黄

色
や
ピ
ン
ク
の
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
が
咲
い

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
近
藤
和
義
さ
ん（
徳
命
）が

「
草
が
生
え
、
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る
の

を
何
と
か
で
き
な
い
か
」と
今
年
３
月

か
ら
、
ご
自
身
の
空
き
地
を
花
壇
に
し

た
も
の
で
、
行
き
交
う
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。　

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の

　
　
　
　

  

花
が
満
開
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今年もやったぞ 〜狭山現地調査〜 ●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

　今回の現地調査は例年より少し少なめの13人。
　午前10時前に狭山現地事務所に到着。石川一雄さん夫妻がい
つもの笑顔で出迎えてくれました。
　早速、富士見集会所で事前学習会。久しぶりに、狭山事件を扱っ
た「造花の判決」を鑑賞しました。当時と今の現状の違いに改めて
月日の経過を実感しました。

　午後は、毎年お世話になっている安田さんから説明を受けなが
ら現地調査を行いました。
　毎年、現地調査をするたびに現場の変わり方に驚かされます。
石川さんの「第三次再審を最後の闘いとし、無罪になった後は全
国で人権擁護のため取り組みたい。」という思いを参加者全員が共
有しました。

　最近、布川事件で再審無罪が確定しました。しかし、無実が晴
れても何十年という時間・人生は取り戻せません。どの事件においても検察庁が全証拠を明らかにしていれ
ば最初から無実は明らかでした。全ての証拠を明らかにし、公正な裁判を保証することも人権を守ることに
つながるのではないでしょうか。
　夜は、兄さんであり、支部長である六造さん夫妻、埼玉県連片岡委員長も交流会に参加してくれ、楽しい
ひとときを過ごしました。

差別問題を考える藍住の会　 さかもと えいじ

　「狭山事件」とは　　
　狭山事件とは、1963年５月１日、埼玉県狭山市でおきた女子高校生（当時16歳）誘拐・殺人事件です。この
事件で近くの被差別部落に住む石川一雄さん（当時24歳）が「犯人」として逮捕され、1974年10月31日「無期懲
役」の判決が下されました。この事件の背景には部落差別があり、部落差別に基づく「えん罪」（無実の人が
有罪にされる）であるとして、全国的に運動が展開されています。最近の相次ぐ「えん罪」と取り調べの「可
視化」を求める世論の高まりの中、東京高等裁判所が東京高等検察庁に対して「証拠開示勧告」を出していま
す。現在、石川一雄さんは「仮出獄」（1994年12月21日）後に結婚した早智子さんと全国の人々に無実を訴え
ながら、第三次再審、反差別・人権擁護の活動を行っています。

大事にしよう　みんなの輝き　自分の輝き　　　　　　　　６年　　馬場野　瑛香
友達の心だけじゃなく　自分の心も大切に　　　　　　　　６年　　西野　　詩音
差別なく　一人一人が　笑顔の地球　　　　　　　　　　　６年　　橋本　　栄里
笑顔あふれる　だれもが好きな　学校に　　　　　　　　　６年　　佐竹　　美怜

「だいじょうぶ？」　その一声で　あふれ出す　みんなの笑顔　心から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年　　河野　　菜琉
一人じゃない　仲間はいつも　そばにいる 　　　　　　　  ６年　　新田　　辰弥

藍住南小学校児童作品

現地調査事務所前で

事前学習

人権標語人権標語
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日

時　
９
月
８
日（
木
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー〔
役
場
４
階
〕

受
講
料　
無
料

対
象
者　
町
内
在
住
者
・
町
内
勤
務
者

講

師　
木
村 

清
志 

さ
ん

あ
わ
共
同
法
律
事
務
所
弁
護
士

テ
ー
マ　
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
」

申
込
方
法　

今
回
の
み
の
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
。

　
　

講
座
の
前
日
ま
で
に
、
教
育
委
員
会
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主

催　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共

催　
町
・
町
教
育
委
員
会

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

“
ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
”

日

時　
８
月
22
日（
月
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

内

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク

参
加
費　
無
料

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

主

催　
町
体
育
指
導
委
員
会

　
　
　
　
　

町
教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　
　

日

時　
８
月
30
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

対

象　
男
性

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

内

容　
冷
や
し
そ
う
め
ん

　
　
　
　
　

ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル　

他

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
日　
８
月
17
日
〜
26
日

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

藍
愛
グ
ル
ー
プ

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

日

時　
８
月
28
日（
日
）午
前
８
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
５
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

※
お
や
つ
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

日

時　
９
月
４
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
小
雨
決
行【
雨
天
中
止
の
場
合
９
月
11
日

（
日
）に
順
延
】

場

所　
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

申
込
締
切　
８
月
23
日（
火
）

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　
　

募　
　
　

集

第
２
回 

人
権
講
座

第
36
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

男
性
料
理
教
室

　
　
（
申
込
17
日
か
ら
）  

大
麻
山
登
山
教
室

あ
つ
い
・
ア
ツ
イ
・
暑
い
！

ど
う
せ
な
ら
登
山
で
汗
を
か
こ
う
！

●自衛官（学生）受付案内●
募集種目 資　　　格 受 　 付 　 期 　 間 試　験　日 そ　の　他

防 衛 医 科 大 学 高卒（見込含）21歳未満 ９月５日～９月30日 １次：10月29日＆10月30日
（両日実施）

◆試験会場＆試験費用
　場　所：松茂町の自衛隊基地　試験費：無　料
◆大学（学生）について
　１　入学～卒業まで学費不要（国費にて負担）
　２　学生手当て等が支給されます 
　３　学費や手当ては基本的に償還不要
◆その他
　防大は一般大学同様に「学士号」を防医大は「医師免許」
を、看護学生は「正看護師免許」、航空学生は「パイロッ
ト免許」をそれぞれ取得します。

防 衛 大 学 高卒（見込含）21歳未満 ９月５日～９月30日 １次：11月５・６日（両日実施）

看護学生（高等看護学院） 高卒（見込含）24歳未満 ９月５日～９月30日 １次：10月22日

航 空 学 生 高卒（見込含）21歳未満 ８月１日～９月９日 １次：９月23日

一 般 曹 候 補 生 18歳以上27歳未満 ８月１日～９月９日 １次：９月17日 ◆自衛官について
　１　給　　与：約16万～（＋各種手当） 
　２　ボーナス：４．３か月／年
　３　休　　み：土日祝日を基本、他にお盆・お正　　
　　　　　　月等の有給あり 
　４　勤　務　地：松茂、小松島他
　５　待　　遇：特別国家公務員

自 衛 官
候 補 生 
（任期制
自衛官）

男子
18歳以上27歳未満

年間を通じて行っています。 受付時にご案内します

女子 ８月１日～９月９日 ９月25日～28日
いずれか１日を指定されます

問  鳴門地域事務所（☎ 685・5306）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊年齢は 24 年４月１日現在
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自
然
体
験
や
、
仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て

親
子
の
絆
を
深
め
、
子
育
て
の
楽
し
さ
を
再

発
見
し
ま
せ
ん
か
。

日

時　
10
月
10
日（
月
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場

所　
勝
浦
町 

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

参
加
費　
一
人
５
０
０
円

内

容　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
竹
細
工（
水

て
っ
ぽ
う
）

対

象　
子
育
て
中
の
親
子（
３
歳
〜
小

学
校
６
年
生
）40
組

※
申
込
多
数
の
場
合
は
一
人
親
家
庭
を
優
先

し
ま
す
。

準
備
物　
着
替
え
・
タ
オ
ル
・
帽
子
・
軍

手
・
飲
み
物

申
込
締
切　
９
月
26
日（
月
）

申
・
問 

㈶
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
☎
６
５
４
・
７
４
１
８
）

催
し
・
そ
の
他

相　
　
　

談

平
成
23
年
度
子
育
て
支
援
事
業

「
自
然
の
学
校
と

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
」

徳
島
保
健
所
で
の

      

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

高
齢
者
の
相
談
窓
口

●
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

●
高
齢
者
の
虐
待
、悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ
っ

た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

●
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

　

等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
７
５
）

　

眠
れ
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
気
分
が
落

ち
込
む
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
変
調
に
対
し
て
精

神
科
医
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ご
家
族
か

ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

実
施
日　
毎
月
第
１
・
３
・
４
木
曜
日

　
　
　
　
　
（
完
全
予
約
制
）

場

所　
徳
島
保
健
所（
徳
島
市
新
蔵
町

　
　
　
　
　

３
丁
目
80
）　

費

用　
無
料

申
・
問 
徳
島
保
健
所　

健
康
増
進
担
当

（
☎
６
０
２
・
８
９
０
４
）

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
と
じ
」

（
☎
６
９
４
・
６
６
０
６
）

▼「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」（
☎
６
８
５
・
５
５
２
４
）

▼
保
健
セ
ン
タ
ー　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

●
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」

（
☎
６
９
３
・
０
０
３
２
）

●ホームゲームご案内
　8月28日（日）18：30〜
　　　　　　　VS大分トリニータ
●試合会場
　ポカリスエットスタジアム

心配ごと相談所カレンダー

】
せ
ら
知
お
の
日
談
相
月
９
・
月
８
【配ごと相談所カレン

8月

9月

日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土

※法律相談については完全予約制となっています。　※相談は無料・秘密厳守です。
●場所　福祉センター１階相談室
●こども相談（月曜日～金曜日　午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞の各児童館」
●保健相談（毎週月曜日　午後）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●年金相談（随時受付）…「住民課」
●時間　人権、行政相談は午後1時30分～3時30分、その他は午後1時～3時
●相談センター専用電話（☎692・6222）

15 16
一般相談

17 18 19
税金相談

20

21 22 23 24 25
法律相談

26 27

28 29 30 31

1 2 3

4 5
行政相談

6
一般相談

7 8
法律相談

9 10

11 12
人権相談

13 14 15 16
税金相談

17

18 19 20
一般相談

21 22
法律相談

23 24

25 26 27 28 29 30
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献血にご協力ください!!

　

徳
島
保
健
所
で
は
、「
青
年
期
の
ひ
き
こ
も

り
家
族
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。
家
族
の
皆

さ
ん
で
、
共
通
す
る
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
た
り
、
ひ
き
こ
も
る
青
年
の
心

理
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

第
２
回
目

日

時　
８
月
16
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午

内

容　
「
家
族
と
し
て
の
聴
き
か
た
」

　
　
　
　
　
「
当
事
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

講

師　
ソ
ー
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

佐
藤
幸
男
先
生
と
当
事
者
代
表

会

場　
徳
島
保
健
所（
徳
島
市
新
蔵
町

３
丁
目
80
）２
階
大
会
議
室

対

象　
18
歳（
高
校
卒
業
後
）〜
39
歳
ま

で
の
ひ
き
こ
も
り
の
青
年
を
持

つ
家
族

申
・
問 

徳
島
保
健
所　

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
（
☎
６
０
２
・
８
９
０
４
）

試
験
日
時　
11
月
13
日（
日
）午
後
１
時
〜
４
時

試
験
場
所　
徳
島
大
学

常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス

受
験
手
続
き

   

受
付
期
間　
９
月
２
日（
金
）ま
で

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
８

月
30
日（
火
）午
後
５
時
ま
で
）

受
験
手
数
料　
７
，
０
０
０
円

試
験
案
内
・
受
験
願
書
配
布
場
所

▼
徳
島
県
企
画
総
務
部
総
務
課

▼
徳
島
県
東
部
県
税
局
鳴
門
県
民
サ
ー
ビ

　

ス
セ
ン
タ
ー

▼
㈶
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

＊
詳
細
は
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

東
京
都
千
代
田
区
日
比
谷
公
園
１
番

　
　

３
号　

市
政
会
館
１
階

　
　

㈶
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
０
３
・
５
２
５
１
・
５
６
０
０
）

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、http://g

yosei-
shiken.or.jp

　

年
間
自
殺
者
数
が
３
万
人
を
越
え
、
自
殺

対
策
が
緊
急
強
化
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
、
今
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
、
和
歌
山
県
の
自
殺
名

所
で
自
殺
予
防
に
取
り
組
み
、
疲
れ
た
人
々

の
心
に
触
れ
多
数
の
方
の
命
を
救
っ
て
い
る

N
P
O
法
人
の
理
事
長
の
講
演
会
で
す
。

※
著
書（
講
談
社
）「
自
殺
志
願
者
」で
も
立
ち
直
れ
る

日

時　
８
月
27
日（
土
）

開
場　

午
後
１
時
30
分

開
演　

午
後
２
時

会

場　
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

（
県
郷
土
文
化
会
館
）

講

演　
「
い
の
ち
を
み
つ
め
て　

自
殺

　
　
　
　
　

予
防
の
現
場
か
ら
見
え
て
き
た

　
　
　
　
　

も
の
」

講

師　
N
P
O
法
人　

白
浜
レ
ス
キ
ュ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

藤
藪　

庸
一
理
事
長

入
場
料　
大
人
前
売
り
１
，２
０
０
円（
当

日
１
，
５
０
０
円
）　

学
生
前
売
り
１
，

０
０
０
円（
当
日
１
，
２
０
０
円
）小
中
学

生
無
料

※
入
場
料
、
収
益
金
の
一
部
は
東
日
本
大
震

災
義
援
金
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

徳
島
い
の
ち
の
電
話

　

   

（
☎
６
５
２
・
６
１
７
１
）

次の日程で移動採血車が来町します。　皆さんのご協力をよろしくお願いします。

実施日 時　間 場　所

８月31日（水）
９：３０～１２：００ 400㎖献血　藍住町役場前

１３：３０～１６：３０ 400㎖献血　コーナン藍住店前

＊献血の受付の際に、ご自身を証明できるものの提示にご協力をお願いします。
＊献血手帳をお持ちの方は、ご持参ください。

問
  

町社会福祉協議会（☎692・9951／FAX692・1626）　

青
年
期
ひ
き
こ
も
り

　

家
族
教
室
の
ご
案
内 

う
つ
病
家
族
教
室
の
ご
案
内

平
成
23
年
度

  

行
政
書
士
試
験
の
実
施

徳
島
い
の
ち
の
電
話

チ
ャ
リ
テ
ィ
講
演
会
の

ご
案
内

第
１
回
目

日

時　
８
月
19
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午

内

容　
「
う
つ
病
に
関
す
る
基
礎
知
識
」

講

師　
徳
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

精
神
科
医
師

第
２
回
目

日

時　
９
月
12
日（
月
）午
前
10
時
～
正
午

内

容　
「
家
族
の
関
わ
り
方
〜
聴
き
方
〜
」

　
　
　
　
　
「
知
っ
得
、
使
え
る
社
会
資
源
」

講

師　
ソ
ー
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
　
　
　

佐
藤
幸
男
先
生
と
保
健
師

会

場　
徳
島
保
健
所（
徳
島
市
新
蔵
町

　
　
　
　
　

３
丁
目
80
）２
階
大
会
議
室

対

象　
現
在
う
つ
病
で
治
療
中
の
方
の
家
族

申
・
問 

徳
島
保
健
所　

健
康
増
進
担
当

（
直
通
☎
６
０
２
・
８
９
０
４
）
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藍
に
魅
せ
ら
れ
て

　

芝　
　

和
子

　

イ
ン
テ
リ
ア
フ
ラ
ワ
ー
40
周
年

　

西
川
千
鶴
子　

か
な
書
道

　

藍
の
館
で
３
年
か
け
て
染
め
た
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
薔
薇
の
花
展
と
藍
墨
に
よ
る
、
か
な

書
道
展
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｔ
シ
ャ

ツ
・
の
れ
ん
・
小
物
等
二
人
の
コ
ラ
ボ
展
示

即
売
会
も
行
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た

二
人
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
阿
波
の
暑
い

夏
を
満
喫
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日

時　
８
月
29
日（
月
）ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
１
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
藍
の
館　

展
示
室

「
藍
と
舞
」コ
ラ
ボ
展

　
　
　
　
　
　

藍
の
家
具　

開
催
中

　

徳
島
伝
統
産
業
で
あ
る
阿
波
藍
と
、
か
つ

て
の
日
本
三
大
産
地
で
あ
っ
た
徳
島
の
木

工
、
二
つ
の
異
業
種
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
新
感
覚
の
家
具
、
未
来

形
藍
の
家
具
の
展
示
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
藍
の
館　

西
寝
床

主

催　
舞
工
房

　
　
　
　
　
（
☎
０
９
０
・４
３
３
０
・７
１
６
９

　
　
　
　
　

担
当　

多
田
）

第
１
日
曜
日　

琵
琶
演
奏
体
験

第
１
月
曜
日　

ぞ
め
き
演
奏
（
８
月
15
日
も

行
っ
て
い
ま
す
）

第
２
日
曜
日　

尺
八
演
奏

第
３
日
曜
日　

琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　

梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

＊
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
ま
で
で
す
。（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後

２
時
ま
で
）

問 

藍
の
館（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

日

時　
８
月
28
日（
日
）

第
１
回　

午
前
10
時
か
ら　

第
２
回　

午
後
２
時
か
ら

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

内

容　
映
画　

地
球
が
動
い
た
日（
80
分
）

が
ん
ば
れ
盲
導
犬
サ
ー
ブ（
30
分
）

＊
入
場
無
料

　

藍
住
西
小
学
校
全
児
童
に
よ
る
藍
染
め
作

品
展
が
、
８
月
19
日（
金
）午
後
３
時
ま
で
、
役

場
１
階
町
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
校
で
は
、
藍
の
栽
培
か
ら
藍
建
て
を
し

て
染
め
る
ま
で
の
全
課

程
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

作
品
は
、
各
学
年
で

テ
ー
マ
を
決
め
作
成
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
力
作
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分  

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会   

　

８
月
24
日（
水
）、
９
月
14
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

井
隈
読
書
会

   
   

毎
月
第
１
木
曜
日

　

９
月
１
日　

午
前
10
時
か
ら

〈
９
月
の
課
題
図
書
〉

　
「
人
生
二
度
な
し
」　

森　

信
三　

◎
休
館
日 

   

▼
毎
週
月
曜
日

   

▼
図
書
整
理
日
…
９
月
15
日（
木
）

問 

図
書
館（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

図
書
館
の
行
事

第
21
回
藍
住
町

平
和
の
つ
ど
い
映
画
上
映

誰
も
が
、

い
つ
で
も
、

気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。

場

所　

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

時

間　

午
前
10
時
か
ら（
約
２
時
間
）

定

員　

３
０
０
人

受
講
料　

無
料（
資
料
代
が
１
講
座
に
つ

き
１
０
０
円
か
か
り
ま
す
）

月  

日
　
講
座
内
容

８
月
28
日（
日
）　

阿
波
の
妖
怪
伝
説
た
ち　

　

徳
島
学
研
究
家
／
多
喜
田　

昌
裕 

９
月
３
日（
土
）　

芭
蕉
を
め
ざ
し
た
男

　

−

酒
井
弥
蔵
の
旅
日
記

−

　

県
立
文
書
館　

課
長
補
佐
／
徳
野　

隆 

９
月
11
日（
日
）　

放
射
能
っ
て
な
に
?

　

鳴
門
教
育
大
学
自
然
系

　

准
教
授
／
粟
田　

高
明

申
・
問 

〒
７
７
９

−
０
１
０
８

　

板
野
町
犬
伏
字
東
谷
１

−

７

　

県
立
総
合
大
学
校「
ま
な
び
ー
あ
徳
島
」

　

統
括
本
部
事
務
局
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
６
７
２
・７
７
７
０
／
FAX６
７
２
・５
４

　

６
２
）

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

　
　

 

と
く
し
ま
学
講
座

まなびーあ徳島

西
小
学
校
藍
の
作
品
展
開
催
中
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　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

８月17日 水 午後１時30分〜３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月19日 金 午後１時30分〜３時 東中富老人憩の家 健康チェック
折り紙

８月22日 月 午前９時30分〜11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月22日 月 午後１時30分〜３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

９月５日 月 午後１時30分〜３時 東部老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

９月６日 火 午後１時30分〜３時 西部老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

９月７日 水 午後１時30分〜３時 富吉老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

９月12日 月 午前９時30分〜11時 住吉老人憩の家 健康チェック
囲碁ボール

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定・検尿）を行っています。

問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

（氏 名） （年 齢） （住  所）

後藤　　輝美 63歳 勝瑞字東勝地
橋本　　重夫 94歳 奥野字山畑
山口　　宣次 81歳 勝瑞字成長
阿部　　國子 88歳 奥野字西中須
野口　　文雄 88歳 勝瑞字成長
大倉　　春子 78歳 勝瑞字東勝地 
後藤　トシ子 90歳 勝瑞字西勝地
丸田　　　登 87歳 東中富字北傍示
岩井　　清子 79歳 奥野字原 
大地　　福一 90歳 奥野字矢上前
生越　　正一 91歳 矢上字西
坂東　トキノ 89歳 奥野字乾

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

山花　　岳士 （が く し） 男 優 ・ 千 里 奥野字原
白江　　孝信 （たかのぶ） 男 孝 裕 ・ 治 美 富吉字岸ノ下
鈴木　　　花 （は　 な） 女 昇 司 ・ 理 恵 富吉字須崎
石川　　　潤 （じ ゅ ん） 女 大 祐 ・ 百 恵 奥野字原
小山　穂乃花 （ほ の か） 女 剛 史 ・ 尚 実 矢上字春日
月岡　　亜美 （あ　 み） 女 和 徳 ・ 仁 美 徳命字前須東
古林　さやか （さ や か） 女 秀 樹 ・ 由香里 住吉字若宮
兼板　　咲良 （さ く ら） 女 良 ・ 知 可 富吉字豊吉
渡谷　　文花 （ふ み か） 女 賢 治 ・ 綾 美 矢上字原
清水　　琉成 （りゅうせい） 男 信 友 ・ 智 子 徳命字前須西
江原　　　輝 （ひ か る） 男 正 人 ・ 典 子 奥野字和田
中瀧　　　颯 （そ　 う） 男 俊 彦 ・ 由 紀 住吉字神蔵
河野　　真大 （ま ひ ろ） 男 信 也 ・ 宏 子 徳命字前須西
杉内　　愛咲 （あ い さ） 女 裕 樹 ・ 綾 徳命字元村東
井上　　夏希 （な つ き） 女 智 樹 ・ 沙 織 乙瀬字井利口
森下　　來玖 （ら い く） 男 健 太 ・ 和 子 富吉字穂実
山口　　明来 （め い ら） 女 公 一 ・ 真 理 徳命字前須西
柿久保　七海 （な な み） 女 大 典 ・ 陽 子 徳命字名田
平尾　　芽依 （め　 い） 女 泰 隆 ・ 美 幸 徳命字名田
前田　　美咲 （み さ き） 女 浩 ・ 恵 住吉字逆藤
藤内　　美月 （み つ き） 女 圭 介 ・ 喜 久 徳命字元村
山口　　海皇 （かいおう） 男 雅 也 ・ 美 沙 富吉字須崎
大和　　宏樹 （ひ ろ き） 男 聖 幸 ・ 史 代 奥野字矢上前
坂東　　楓彩 （ふ う あ） 女 大 輔 ・ 麻 美 乙瀬字出来地
佐野　　一翔 （か ず と） 男 勉 ・ 文 恵 住吉字藤ノ木
小倉　　煌生 （こうせい） 男 慎 司 ・ 舞 矢上字春日
上本　　一葉 （か ず は） 女 真 也 ・ 歩 美 勝瑞字成長
森本　　朝陽 （あ さ ひ） 男 直 樹 ・ かおり 奥野字原
藤川　　　峻 （し ゅ ん） 男 諭 ・ 理 恵 勝瑞字成長
舛田　　武琉 （た け る） 男 敏 幸 ・ 真 弓 徳命字前須東
森口　　　航 （わ た る） 男 貴 彦 ・ 彰 子 奥野字山畑

青
あ
お
と
し
げ
る
稲
田
を
響
か
せ
て
ぞ
め
き
の
リ
ズ
ム
今
宵
か
ろ
や
か　
　

岡
田　
　

博
子

い
ず
れ
は
そ
う
な
る
と
電
話
に
話
し
い
る
夫
の
背
中
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る　

青
木　

み
ど
り

か
た
こ
と
と
走
る
夜
汽
車
に
我
を
乗
せ
漂
流
す
る
ご
と
眠
り
に
つ
き
ぬ　
　

四
宮　
　

千
代

獣
の
眼
う
ご
め
き
そ
う
な
梅
雨
の
街
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
に
指
輪
を
か
ざ
す　
　

長
山　
　

雅
則

つ
ゆ
明
け
の
す
が
し
き
風
も
つ
か
の
間
に
初
蝉
な
き
て
真
夏
日
と
な
る　
　

木
元　
　

由
美

一
人
降
り
二
人
乗
る
駅
戦
時
下
に
勤
め
い
し
駅
ふ
る
里
の
駅　
　
　
　
　
　

山
本　
　

藍
香

エ
コ
カ
ー
の
減
税
唱
う
車
と
め
鳩
は
ゆ
つ
く
り
歩
道
を
わ
た
る　
　
　
　
　

福
井　

美
代
子

高
速
バ
ス
を
待
つ
て
い
る
間
の
開
放
感
雲
の
図
鑑
を
カ
バ
ン
に
入
れ
る　
　

山
本　

枝
里
子

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

7月

おくやみ申し上げます月７７
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西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

とくしま
耳鼻咽喉科

Ｎ

じ　  び いん こう か

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目 ： 耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

予約専用電話 088-683-3381

土

●
金

●
●

木

●
●

水火

●
●

月

●
●

診察時間

（ミミハイチバン）

８：45～12：00

14：30～18：30

医療法人
健 美 会 増田クリニック

TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

禁煙指導・予防接種・健診承ります。
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前 ９：00～12：30
午後 ２：30～６：30

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

　　広報あいずみ広告主募集　　
　広報あいずみの広告主を募集していま
す。詳細については、HPをご覧になるか、
次までお問い合せください。

   　　 『広報あいずみ広告』　 　　
広告枠　1枠 60mm× 90mm
広告料　1回 1枠　18,000 円
 申 ・問 企画政策課（☎637・3124）

　

シ
ロ
ウ
リ
は
、
奈
良
漬
け
用
の
ウ
リ

と
し
て
代
表
的
な
品
種
。
完
熟
す
る
と

白
く
な
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
味
は
淡
泊
で
し
ゃ
き
っ

と
し
て
い
ま
す
。

　

藍
住
町
に
お
い
て
も
シ
ロ
ウ
リ
は
奈
良

漬
け
の
原
料
と
し
て
昭
和
７
年
こ
ろ
か

ら
栽
培
が
始
ま
り
、
町
の
基
幹
農
作
物

と
な
り
ま
し
た
。
土
用
の
暑
さ
の
中
で
、

竹
竿
を
手
に
し
て
シ
ロ
ウ
リ
を
収
穫
す

る
姿
は
、
あ
ち
こ
ち
の
畑
で
み
る
こ
と

が
で
き
、
藍
住
の
盛
夏
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
栽
培
の
全
盛
期
は

昭
和
50
年
こ
ろ
で
、
本
町
を
中
心
と
す

る
吉
野
川
下
流
域
は
シ
ロ
ウ
リ
の
一
大

産
地
と
な
り
、
当
時
の
県
下
の
生
産
額

は
全
国
第
１
位
で
し
た
。
昭
和
50
年
代

か
ら
、
町
で
は
シ
ロ
ウ
リ
に
代
わ
る
基

幹
農
作
物
と
し
て
ニ
ン
ジ
ン
の
栽
培
が

盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
や
新
し
い
園
芸
作

物
な
ど
の
栽

培
が
増
え
た

こ
と
か
ら
生

産
量
は
大
幅

に
減
少
し
て

い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、

奈
良
漬
け
の

原
料
と
し
て

藍
住
町
の
シ

ロ
ウ
リ
の
評

価
は
衰
え
る

こ
と
は
な
く
、近
年
で
も
町
の
出
荷
量
は
、

県
下
第
３
位
で
す
。

  
シ
ロ
ウ
リ
の
原
産
地
は
、
中
国
・
イ
ン

ド
と
さ
れ
、
日
本
に
は
６
世
紀
後
半
か

ら
７
世
紀
前
半
の
こ
ろ
に
伝
わ
っ
た
ら

し
く
、「
古
事
記
」「
万
葉
集
」に
も
出
て
く

る
古
代
か
ら
な
じ
み
の
深
い
野
菜
で
し

た
。

　

主
な
用
途
は
漬
物
で
す
が
、
炒
め
た
り

軽
く
塩
も
み
し
た
り
し
て
、
サ
ラ
ダ
や

酢
の
物
に
使
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
は
、
あ
ま
り
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

排
出
を
促
す
カ
リ
ウ
ム
を
含
ん
で
お
り
、

低
カ
ロ
リ
ー
で
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
レ
シ
ピ
を
載
せ
て

い
ま
す
の
で
、
シ
ロ
ウ
リ
の
さ
わ
や
か
な

風
味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問 

建
設
産
業
課 （
☎
６
３
７
・３
１
２
０
）

収穫前のシロウリ

シ
ロ
ウ
リ
の
花

の
町
住
藍

特
産
野
菜 

シ
ロ
ウ
リ
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